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令和４年２月新潟市北区農業委員会定例総会議事録 

 

１．開催日時 令和４年２月２８日（月） 午前１０時００分～１０時４０分 

 

２．開催場所 北区役所 ３０１-３０３会議室 

 

３．出席委員 （１７人） 

委 員           １番  渡部 圭子 

農地部会長職務代理者    ２番  山岸 洋子 

委 員           ３番  窪田 曻平 

委 員           ４番  伊藤 明 

委 員           ６番  坂井 祐一 

農政振興部会長       ７番  武田 武盛 

委 員           ９番  此村 和也 

委 員          １０番  佐藤 敏明 

委 員          １１番  若林 清廣 

委 員          １２番  曽我 護 

委 員          １３番  齋藤 圭一郎 

委 員          １４番  倉島 正春 

農地部会長        １５番  田村 良雄 

委 員          １６番  松田 勝己 

農政振興部会長職務代理者 １７番  後藤 宗一 

会長職務代理者      １８番  本田 敏明 

会 長          １９番  首藤 正男 

 

４．欠席委員 （２人）   

委 員           ５番  佐藤 作栄 

委 員           ８番  小林 浩 

 

５．議事日程 

（諸般の報告） 

第 １       議事録署名委員の指名 

第 ２ 議案第７号 農地法第３条許可申請に関する意見決定について 

第 ３ 議案第５号 農地法第５条許可申請に関する処分決定について 

第 ５ 議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定について 

第 ６ 部会報告  農政振興部会報告 

第 ７ 報告事項  農地法第５条転用届出に関する受理について 

農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につい

て 

農地の転用事実に関する照会書について 



- 2 - 
 

農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理につ

いて 

 

６．出席事務局職員 

   事 務 局 長    佐久間  清 

次    長    島 貫  徹 

   農 地 係 長   浅 香 範 人 
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７．会議の概要 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地部会長 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、これより令和４年２月の定例総会を

開催いたします。 

議事日程に従いまして、議事に入らせていただきます。 

本日は、５番 佐藤 作栄 委員が欠席でございますが、定足

数を満たしており総会が成立していることを申し添えます。 

それでは、首藤会長 議事進行よろしくお願いいたします。 

 

午前１０時００分 開 会 

 

日程に入る前に事務局から報告事項がありますので、報告さ

せます。 

 

ご報告申し上げます。 

議案説明のため関係職員が出席しております。 

次に、令和４年１月定例総会後の主な行事・会議等につきま

しては、お手元に配布のとおりご報告いたします。 

以上で報告を終わります。 

 

これより、日程に入ります。 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、会議規則第１４条第２項の規定により、

議長において、３番 窪田 曻平 委員、４番 伊藤 明 委員を指

名いたします。 

 

次に、日程第２ 追加議案第７号 農地法第３条許可申請に関

する意見決定について、日程第３ 議案第５号 農地法第５条許

可申請に関する処分決定について、を議題といたします。 

 

議案第７号及び第５号については、２月２２日に農地部会を

開催して審議を願っておりますので、農地部会長から審議の内

容について報告を求めます。 

 

農地部会での審議内容について報告します。 

まず、追加議案第７号 農地法第３条許可申請に関する意見

決定について報告します。 

申請は６件です。追加議案をご覧ください。 

 

番号１番 

所在地 北区島見町 以下記載のとおり    

譲受人 北区島見町 以下記載のとおり 
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譲渡人 北区木崎 以下記載のとおり 

地目及び面積 畑１筆 ６２４平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ２４万円 

通作距離 １.５キロメートル 

譲受人の農業従事者数 ２人 

譲受人の経営面積 ６４７.２２アール 

地域区分 農用地区域外 

 

譲渡人が高齢で耕作ができなくなったため、譲受人に相談し

たところ売買することで話しがまとまったものです。 

 

番号２番 

所在地 北区内沼 以下記載のとおり 

譲受人 北区内沼 以下記載のとおり 

譲渡人 北区内沼 以下記載のとおり 

地目及び面積 田２筆 ２,７１３平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ５０万円 

通作距離 ２.５キロメートル 

譲受人の農業従事者数 ５人 

譲受人の経営面積 ７８.７３アール 

地域区分 農用地区域 

 

譲渡人が規模縮小するため、譲受人に相談したところ、売買

することで話がまとまったものです。 

 

番号３番 

所在地 北区岡新田 以下記載のとおり 

譲受人 北区岡新田 以下記載のとおり 

譲渡人 北区横土居 以下記載のとおり 

地目及び面積 田１筆 ２８０平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ５０万円 

通作距離 ５キロメートル 

譲受人の農業従事者数 ２人 

譲受人の経営面積 ２４８.４２アール 

地域区分 農用地区域 

 

申請地の周辺の田を譲受人が耕作しており、利便性を向上す

るため譲渡人に相談したところ、売買することで話がまとまっ
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たものです。 

 

番号４番 

所在地 北区大久保 以下記載のとおり 

譲受人 北区大久保 以下記載のとおり 

譲渡人 北区大久保 以下記載のとおり 

地目及び面積 田２筆 １,４８９平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ５７万１千円 

通作距離 ５０メートル 

譲受人の農業従事者数 ３人 

譲受人の経営面積 １４２.６４アール 

地域区分 農用地区域 

 

譲渡人が高齢で耕作ができなくなったため、譲受人に相談し

たところ売買することで話しがまとまったものです。 

 

番号５番 

所在地 北区浦木 以下記載のとおり 

譲受人 中央区幸西１丁目 以下記載のとおり 

譲渡人 北区浦木 以下記載のとおり 

地目及び面積 田２筆 ４３９平方メートル 

       畑１筆 ７２平方メートル 

       計３筆 ５１１平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ５０万円 

通作距離 ２０キロメートル 

譲受人の農業従事者数 １人 

譲受人の経営面積 ６６.０４アール 

地域区分 農用地区域外 

 

規模拡大を考えている譲受人に売買することで話がまとま

ったものです。 

 

番号６番 

所在地 北区浦木 以下記載のとおり 

譲受人 中央区幸西１丁目 以下記載のとおり 

譲渡人 北区浦木 以下記載のとおり 

地目及び面積 田１筆 ６６８平方メートル 

       畑１筆 １９８平方メートル 

       計３筆 ８６６平方メートル 
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契約内容 売買 

１０アール当り対価 ５０万円 

通作距離 ２０キロメートル 

譲受人の農業従事者数 １人 

譲受人の経営面積 ６６.０４アール 

地域区分 農用地区域外 

 

規模拡大を考えている譲受人に売買することで話がまとま

ったものです。 

 

農地部会では、譲受人の経営農地面積状況、農業機械の所有

状況、農作業従事者、耕作目的などを審査した結果、許可要件

及び効率的に利用して耕作を行うと認められることから許可

相当といたしました。 

 

続きまして議案第５号、農地法第５条許可申請に関する処分

決定について説明します。 

申請は２件です。議案書１ページをご覧ください。 

 

番号１ 

所在地 北区内島見 以下記載のとおり 

転用者 北区内島見 以下記載のとおり 

所有者 北区内島見 以下記載のとおり 

地目及び面積 田１筆 ２８３平方メートル 

農地区分 第２種農地 

契約内容 使用貸借権設定 

転用内容及び土地利用面積  

分家住宅建築敷地 ２８３平方メートル 

 

転用者は現在、土地所有者と一緒に住んでいますが、手狭に

なり、住宅建築を計画しました。申請地は実家に近く、使用貸

借権を設定し、分家住宅を建築することになったものです。 

申請地は小集団の農地であり、第２種農地に該当します。申

請者は、申請地以外の土地についても検討しましたが、条件に

合う土地が申請地だけであったため許可できるものです。 

 

番号２番 

所在地 北区濁川 以下記載のとおり 

転用者 北区濁川 以下記載のとおり 

所有者 北区濁川 以下記載のとおり 

地目及び面積 畑１筆 ３６平方メートル 
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議 長 

 

若林委員 

 

議 長 

 

若林委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

農地区分 第３種農地 

契約内容 売買 

転用内容及び土地利用面積  

露天駐車場敷地 ３６平方メートル 

 

転用者は申請地の近くに住んでいますが、自宅前の道路が狭

く、除雪時に車の出入りが困難になることから、売買で申請地

を購入し、露天駐車場にすることで話がまとまったものです。 

申請地は 濁川インターチェンジから３００メートル以内

にあり、第３種農地に該当するため、許可できるものです。 

なお一層のご審議をお願いします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

１１番 若林です。 

 

若林委員。 

 

議案第７号、３条申請の番号５番・６番の譲受人は、年齢が

高く通作距離も遠いが１人で農業を経営していけるのか疑問

に思うのでもう少し説明をいただきたい。 

 

譲受人は、昨年１２月に３条申請で同地区の農地を取得して

いますが、取得農地の近隣者から買ってほしいとの申し出があ

り申請に至ったものです。通作距離はありますが、もともと同

地区の出身者で親戚もおり、農機具も借りられると聞いていま

す。 

 

よろしいですか。ほかに何かございませんか。 

 

（他に質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は、農地部会長報告のとおり決するにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、議案第７号 農地法第３条許可申請に関する意見決
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議 長 

(会長職務代理) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(会長職務代理) 

 

農政振興部会長 

(部会長職務代理) 

 

 

 

 

 

 

 

定について、及び、議案第５号 農地法第５条許可申請に関す

る処分決定については、農地部会長報告のとおり可決されまし

た。 

 

次に、日程第４ 議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決

定についてを、議題といたします。 

議案第６号については、２月１８日に農政振興部会を開催し

て審議を願っておりますので、農政振興部会長及び農政振興部

会長職務代理から審議の内容について報告を求めます。 

なお、議事参与の関係で２回に分けて審議いたします。 

私も議事参与の制限に該当いたしますので、議長を本田会長

職務代理と交代いたします。 

 

（議長を本田会長職務代理に交代） 

 

最初に、新潟市農用地利用集積計画の決定のうち、農業委員

会等に関する法律第３１条の規定による議事参与の制限に該

当する案件番号、利用権設定 新規のうち、４ページの１３番、

１０ページの４５番の２件、所有権移転 売買のうち、１５ペ

ージの１番の１件、利用権移転のうち、１６ページの１番、２

番の２件、農地中間管理権設定 新規のうち、１７ページの１

番の１件、計６件について審議します。 

つきましては、議事参与の制限に該当する議席番号、４番 伊

藤 明 委員、７番 武田 武盛 委員、１１番 若林 清廣 委員、

１５番 田村 良雄 委員、１９番 首藤 正男 委員の退席を求め

ます。 

 

（議事参与委員退席） 

 

それでは、農政振興部会長職務代理から審議の内容について

報告を求めます。 

 

農政振興部会での審議内容について、ご報告いたします。 

議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定について、議

事参与の制限に該当する案件について、ご説明いたします。 

議事参与の制限に該当する案件番号は、今ほど議長から説明

のありましたとおり、利用権設定の新規１３番、４５番、所有

権移転の１番、利用権移転の１番と２番、農地中間管理権設定

の新規１番、計６件となります。 

 

利用権設定の申請案件について、ご説明をいたします。議案
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議 長 

(会長職務代理) 

 

 

 

 

議 長 

(会長職務代理) 

 

 

 

 

 

書４ページの新規１３番、１０ページの４５番をご覧くださ

い。譲渡人の貸付け理由は、離農及び規模縮小によるもので、

譲受人の借受けの理由は、規模拡大によるものです。 

次に、所有権移転の申請案件について、ご説明をいたします。

議案書１５ページをご覧ください。番号１番売買です。譲渡人

が離農するため、譲受人に相談したところ売買することで話し

がまとまったものです。 

次に、利用権移転の申請案件について、ご説明をいたします。

議案書１６ページをご覧ください。番号１番、２番は、旧借受

人が離農及び規模縮小のため、新しい借受人に利用権を移転す

るものです。 

次に、農地中間管理権の設定に関する案件について、ご説明

をいたします。議案書１７ページの新規 1 番をご覧ください。

中間管理機構への貸し付けを行う契約内容となっています。今

回は「人・農地プラン」によるものはなく、それぞれ中間管理

機構を通して貸付を行うものとなっております。申請案件は、

農地中間管理事業の推進に関する法律及び公益社団法人 新潟

県農林公社農地中間管理事業規程に基づき農地中間管理権の

設定を行うものです。 

 

農政振興部会では、農業経営基盤強化促進法第１８条３項の

要件である基本構想への適合、耕作すべき農用地のすべての効

率的な利用、農作業の常時従事並びに新潟市北区農業委員会 

農地移動適正化あっせん基準の経営基準面積等を審査しまし

た。 

以上審議した結果原案の、とおり決定することといたしまし

た。皆さまのなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。 

なお、質疑の最初に、記載ページと案件番号を告げてからご

発言願います。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は、農政振興部会長職務代理報告のとおり決するにご異

議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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議 長 

(会長職務代理) 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(会長職務代理) 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

農政振興部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定のう

ち、農業委員会等に関する法律第３１条の規定による議事参与

の制限に該当する案件番号、利用権設定新規の１３番以下、先

ほど読み上げました案件番号、合計６件については、農政振興

部会長職務代理報告のとおり可決されました。 

 

（議事参与委員 入室・着席） 

 

会長が戻られましたので、議長を交代いたします。 

 

（議長を首藤会長に交代） 

 

次に、議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定につい

ての案件中、議事参与の制限に該当する案件を除く案件につい

て、農政振興部会長から審議の内容について報告を求めます。 

なお、利用権設定の集計などについては、合計の報告で願い

ます。 

 

農政振興部会での審議内容について、ご報告いたします。 

議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定について、議

事参与の制限に該当する案件を除く案件について、ご説明をい

たします。 

 

本日の配布資料４ページの「令和４年 利用権促進事業 権利

別実績表」をお開きください。 

①利用権設定は、契約期間３年・６年・１０年の設定で５８

件、３２１,４４５平方メートルです。そのうち、議事参与の

制限に該当する案件を除く設定は、５６件、３１０,５６３平

方メートルです。②農地中間管理権設定は１４件、６５,１７

８平方メートルです。そのうち、議事参与の制限に該当する案

件を除く設定は、１３件、６４,６７６平方メートルです。④

所有権移転は３件、４,７５８平方メートルです。そのうち、

議事参与の制限に該当する案件を除く移転は、２件、４,２５

６平方メートルです。⑤利用権移転は２件、８２０平方メート

ルです。のうち、議事参与の制限に該当する案件を除く移転は、

ありません。 

 

利用権設定の申請案件の説明をいたします。議案書は、２ペ

ージから１４ページになります。新規の利用権設定は５５件、

利用権更新は 1 件の契約内容となっています。譲渡人の貸付理
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議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

由は、離農及び規模縮小等によるものです。譲受人の借受理由

は，規模拡大となっています。 

 

次に、議案書１５ページをご覧ください。所有権移転の申請

案件について、ご説明申し上げます。 

 

番号２番 売買です。 

譲渡人が高齢で耕作ができなくなったため、譲受人に相談し

たところ売買することで話しがまとまったものです。 

 

番号３番 売買です。 

譲渡人が離農するため、譲受人に相談したところ売買するこ

とで話しがまとまったものです。 

 

次に、農地中間管理権の設定に関する案件について、ご説明

申し上げます。議案書１７ページから１９ページをご覧くださ

い。中間管理機構への貸付けを行う１３件の契約内容となって

います。今回は「人・農地プラン」によるものはなく、それぞ

れ中間管理機構を通して貸付を行うものです。 

申請案件は、いずれも農地中間管理事業の推進に関する法律

及び公益社団法人新潟県農林公社農地中間管理事業規程に基

づき農地中間管理権の設定を行うものです。 

 

農政振興部会では、農業経営基盤強化促進法第１８条３項の

要件である基本構想への適合、耕作すべき農用地のすべての効

率的な利用、農作業の常時従事並びに新潟市北区農業委員会 

農地移動適正化あっせん基準の経営基準面積等を審査しまし

た。 

以上審議した結果、原案のとおり決定することといたしまし

た。皆様のなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は農政振興部会長報告のとおり決するにご異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農政振興部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、議案第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定につ

いての案件中、議事参与の制限に該当する案件を除く案件につ

いては、農政振興部会長報告のとおり可決されました。 

 

次に、日程第５ 部会報告 農政振興部会報告を議題としま

す。２月１８日に、農政振興部会を開催し、審議を願っており

ますので、農政振興部会長から審議内容について報告を求めま

す。 

 

それでは、農政振興部会報告をいたします。本日の配布資料

２ページをお開きください。先程ご審議いただきました、議案

第６号 新潟市農用地利用集積計画の決定について、利用権設

定５８件、農地中間管理権１４件、所有権移転３件、利用権移

転２件を審議しました。また、新潟市農用地利用配分計画（案）

については、農地中間管理権の設定を受け、受け手への配分計

画の報告がありました。また、事務局から委員改選後における

推進委員の担当地区を２月総会までに報告いただきたいとの

依頼があったほか、役員会から候補者として推薦された、地区

部会長、地区部会長代理、調査委員長について協議しました。 

 

主な意見・質疑等は、農政振興部会報告に記載のとおりであ

り、その結果、部会として承認されました。 

皆さまのなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

本案は、農政振興部会長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、部会報告は、農政振興部会長報告のとおり決定され

ました。 

 

次に、日程第６ 報告事項を議題とします。 
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議 長 

事務局から専決処分の報告を求めます。 

 

専決処分のご報告をいたします。 

お手元の専決処分書２６ページから３２ページをご覧くだ

さい。 

最初に、農地法第５条転用届出に関する受理について、５件

専決処分しました。 

次に、農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ

いて、１８件専決処分しました。 

次に、農地の転用事実に関する照会書について、４件専決処

分しました。 

次に、農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理に

ついて、９件専決処分しました。 

以上で報告を終わります。 

 

全日程が終了しました。 

これにて、令和４年２月 新潟市北区農業委員会定例総会を

閉会します。 

 

閉 会  午前１０時４０分 
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農業委員会等に関する法律第２７条及び新潟市北

区農業委員会会議規則第１４条第２項の規定により

ここに署名する。 
 

新潟市北区農業委員会   
 
議 長   首 藤  正 男     
 
委 員   窪 田  曻 平      
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